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第 3 回検討委員会を踏まえての事務局案（新旧対照表） 

新 旧 

■ 前 文 ■ 

福崎町は、まちの中央部に清流市川が南北に貫

流し、周辺の多くを田園や山の緑に囲まれ、豊か

な自然に恵まれたまちです。大庄屋三木家住宅な

どの歴史的遺産や民俗学者 柳田國男など多く

の文化人を輩出している歴史と文化の薫る町で

もあります。また、町のやや南側の中央部で中国

縦貫自動車道と播但連絡道路が交差し、「福崎イ

ンターチェンジ」を有する交通の要衝地として発

展してきました。 

私たちは、先人のたゆまぬ努力によって、躍進

を続けるこのまちを受け継ぎ、暮らしています。

この豊かな自然環境を守りながら、誰もが希望と

誇りをもって暮らすことができるまちに発展さ

せ、未来の福崎町民に引き継ぐ責任を負っていま

す。  

これまでも、暮らしていてよかったと思える、

活力にあふれ安全で安心に暮らせるまち、人をい

たわり互いの尊厳や人権を大切にし、豊かな心が

ふれあう優しさにあふれたまちを目指してきま

した。 

こうしたまちづくりの取り組みをさらに進化

させ、質を高めるには、議会や町長等だけでなく、

町民一人ひとりが福崎町を構成している主体で

あることを自覚して、積極的に役割分担をして、

かかわっていくことも必要となってきます。 

一方、国においては、地域の自主性及び自立性

を高めるための改革が進展する中、福崎町でも、

地方自治をさらに発展させ、地域のことは地域の

責任のもとに決定する社会の実現が求められて
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私たちは、先人のたゆまぬ努力によって、躍進

を続けるこのまちを受け継ぎ、暮らしています。

この豊かな自然環境を守りながら、誰もが希望と
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たわり互いの尊厳や人権を大切にし、豊かな心が

触れ合う優しさにあふれたまちを目指してきま
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しかし、こうしたまちづくりの取り組みをさら

に進化させ、質を高めるには、議会や町長等だけ

でなく、町民一人ひとりが福崎町を構成している

主体であることを自覚して、積極的に役割分担を

して、かかわっていくことも必要となってきま

す。

一方、国においては、地域の自主性及び自立性

を高めるための改革が進展する中、福崎町でも、
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おり、町民、議会及び町長等が互いに連携を深め

ながら、これまで以上に協働してまちづくりを進

めていくことが必要です。 

大切なのは、これからの「福崎の自治」の主体

となっていかなければならないのは、議会や町長

等だけではなく町民だという意識です。こうあっ

てほしいと望むまちに、議会や町長等と協力し、

みんなで力を合わせて挑戦していく決意と行動

が、新しいまちづくりのきっかけになっていきま

す。 

福崎町自治基本条例は、町民主体のより質の高

いまちづくりを実現するために、町民による「参

画と協働のまちづくり」と、よりよい公共サービ

スを受けることができる「町政運営の実現」とい

う、福崎のまちづくりを担う全員が共有しなけれ

ばならない最も大切なことを定めた、「福崎町の

自治の基本」となるものです。 

この条例が、未来に誇れる福崎町のまちづくり

の指針となることを目指します。 

■ 第１章 総 則 ■ 

（目 的） 

第１条 この条例は、福崎町における自治の基本

的事項を定めるとともに、町民の権利と役割、

議会及び町長等の責務を明らかにし、参画と協

働による町民主体の自治の実現を図ることを

目的とする。 

（定 義） 

第２条 この条例における用語の意義は、次のと

おりとする。 

(1) 町民 町内に住所を有する者（以下「住民」

という。）、町内へ通勤又は通学する者及

び町内で事業又は活動を行うものをいう。 

おり、町民、議会及び町長等が互いに連携を深め

ながら、これまで以上に協働してまちづくりを進
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てほしいと望むまちに、議会や町長等と協力し、
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ばならない最も大切なことを定めた、「福崎町の

自治の基本」となるものです。

この条例が、未来に誇れる福崎町のまちづくりの

指針となることを目指します。

■ 第１章 総 則 ■

（目 的）

第１条 この条例は、福崎町における自治の基本

的事項を定めるとともに、町民の権利と役割、

議会及び町長等の責務を明らかにし、参画と協

働による町民主体の自治の実現を図ることを

目的とする。

（定 義）

第２条 この条例における用語の意義は、次のと

おりとする。

(1) 町民 町内に住所を有する者（以下「住民」

という。）、町内へ通勤又は通学する者及び町

内で事業又は活動を行うものをいう。
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(2) 町長等 町長及びその他の執行機関（教育

委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業

委員会及び固定資産評価審査委員会）をい

う。

(3) 町  議会及び町長等をいう。 

(4) 参画 町民が町政及び地域のまちづくりに

主体的に参加することをいう。 

(5) 協働 町民と町又は町民同士が、相互に理

解し、対等な立場で、それぞれの役割と責

任を踏まえ、共通の目的達成に向け協力す

ることをいう。 

（条例の位置付け） 

第３条 この条例は、本町の自治の基本を定める

ものであり、町民及び町は、この条例の趣旨を

最大限に尊重するものとする。 

２ 町は、自治に関する他の条例、規則等の制定、

改廃及び運用に当たっては、この条例との整合

を図るものとする。 

（基本原則） 

第４条 町民及び町は、次の各号に掲げる基本原

則により、自治の運営を行うものとする。 

(1) 情報共有の原則 まちづくりに関する情報

を共有すること。 

(2) 参画の原則 町民の参画により町政運営及

びまちづくりが行われること。 

(3) 協働の原則 協働して町政及び地域の課題

の解決に当たること。 

■ 第２章 町民・議会・町長等 ■ 

第１節 町 民 

（町民の権利） 

第５条 町民は、町政に関する情報について、知

る権利を有する。 

２ 町民は、まちづくりに参画する権利を有する。

(2) 町長等 町長及びその他の執行機関（教育

委員会、農業委員会、選挙管理委員会、監査

委員と固定資産評価審査委員会）をいう。

(3) 町 議会及び町長等をいう。

(4) 参画 町民が町政及び地域のまちづくりに

主体的に参加することをいう。

(5) 協働 町民と町又は町民同士が、相互に理

解し、対等な立場で、それぞれの役割と責任

を踏まえ、共通の目的達成に向け協力するこ

とをいう。

（条例の位置付け）

第３条 この条例は、本町の自治の基本を定める

ものであり、町民及び町は、この条例の趣旨を

最大限に尊重するものとする。

２ 町は、自治に関する他の条例、規則等の制定、

改廃及び運用に当たっては、この条例との整合

を図るものとする。

（基本原則）

第４条 町民及び町は、次の各号に掲げる基本原

則により、自治の運営を行うものとする。

(1) 情報共有の原則 まちづくりに関する情報

を共有すること。

(2) 参画の原則 町民の参画により町政運営及

びまちづくりが行われること。

(3) 協働の原則 協働して町政及び地域の課題

の解決に当たること。

■ 第２章 町民・議会・町長等 ■

第１節 町 民

（町民の権利）

第５条 町民は、町政に関する情報について、知

る権利を有する。

２ 町民は、まちづくりに参画する権利を有する。
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（町民の役割） 

第６条 町民は、次の各号に掲げる役割を果たす

よう努めるものとする。 

(1) まちづくりに主体的にかかわること。 

(2) まちづくりにおいて行政と協働すること。

(3) 民間相互で協働すること。 

２ 地域コミュニティ活動、ＮＰＯ活動及びボラ

ンティア活動（以下これらを「町民活動」とい

う。）に取り組む団体は、地域の活性化に資す

る活動となるよう努めるものとする。 

３ 事業者は、地域社会を構成する一員としての

社会的責任を認識し、地域社会との調和を図る

よう努めるものとする。 

第２節 議 会 

（議会の責務） 

第７条 議会は、町政の重要な意思決定及び町政

運営の監視機関であり、その役割と責務を果た

すために、町民の意思を的確に把握するととも

に、透明性を確保し、開かれた議会運営を行う

よう努めるものとする。 

（議員の責務） 

第８条 議員は、公正かつ誠実に議会活動を行い、

自己研鑽に努め、町民全体の利益の向上につい

て考え、町民の信頼に応えるよう努めるものと

する。 

第３節 町長等 

（町長等の責務） 

第９条 町長等は、その権限に属する事務を公正

かつ誠実に執行するとともに、執行機関相互の

連携を図りながら、行政機能を発揮するものと

する。 

２町長は、町民の代表者として、町民の信頼に応

え、公正かつ誠実に透明性の高い町政を運営す

（町民の役割）

第６条 町民は、次の各号に掲げる役割を果たす

よう努めるものとする。

(1) まちづくりに主体的にかかわること。

(2) まちづくりにおいて行政と協働すること。

(3) 民間相互で協働すること。

２ 地域コミュニティ活動、ＮＰＯ活動及びボラ

ンティア活動（以下これらを「町民活動」とい

う。）に取り組む団体は、地域の活性化に資す

る活動となるよう努めるものとする。

３ 事業者は、地域社会を構成する一員としての

社会的責任を認識し、地域社会との調和を図る

よう努めるものとする。

第２節 議 会

（議会の責務）

第７条 議会は、町政の重要な意思決定及び町政

運営の監視機関であり、その役割と責務を果た

すために、町民の意思を的確に把握するととも

に、透明性を確保し、開かれた議会運営を行う

よう努めるものとする。

（議員の責務）

第８条 議員は、公正かつ誠実に議会活動を行い、

自己研鑽に努め、町民全体の利益の向上につい

て考え、町民の信頼に応えるよう努めるものと

する。

第３節 町長等

（町長等の責務）

第９条 町長等は、その権限に属する事務を公正

かつ誠実に執行するとともに、執行機関相互の

連携を図りながら、行政機能を発揮するものと

する。

２町長は、町民の代表者として、町民の信頼に応

え、公正かつ誠実に透明性の高い町政を運営す
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るものとする。 

３町長は、町民の福祉の向上等、まちの活性化に

向け必要な政策、施策及び事業（以下これらを

「政策等」という。）を講じるものとする。 

（職員の責務） 

第１０条 職員は、全体の奉仕者として、法令、

条例及び規則等を遵守し、公正、公平かつ誠実

に、全力で職務に専念するものとする。 

２ 職員は、職務の遂行に当たっては、町民の視

点に立ち、町政運営に携わるものとする。 

３ 職員は、職務遂行上必要な能力の向上に努め

るものとする。 

■ 第３章 行政運営の基本原則 ■ 

（総合計画） 

第１１条 町長は、総合的かつ計画的な行政運営

を行うために、議会の議決を経て基本構想を定

め、基本構想その他行政分野全般に係る政策等

に関する計画（以下これらを「総合計画」とい

う。）を策定するものとする。 

２ 町長は、総合計画の策定に当たり、町民意見

の反映に努めるものとする。 

３ 町長は、総合計画を効果的かつ着実に推進す

るため、適切に進行管理を行うものとする。 

４ 町長は、総合計画が社会経済情勢の変化や新

たな行政需要に対応できるよう、検討を加える

ものとする。 

５ 町長は、各行政分野の計画について、総合計

画の趣旨を踏まえて策定するものとする。 

（効率的で効果的な行政運営） 

第１２条 町長等は、効率的で効果的な行政運営

を行うため、事業の継続的な評価、見直しを行

い、行政改革に取り組むものとする。 

２ 町長等は、評価、見直しの結果を政策等に適

るものとする。

３町長は、町民の福祉の向上等、まちの活性化に

向け必要な政策、施策及び事業（以下これらを

「政策等」という。）を講じるものとする。

（職員の責務）

第１０条 職員は、全体の奉仕者として、法令、

条例及び規則等を遵守し、公正、公平かつ誠実

に、全力で職務に専念するものとする。

２ 職員は、職務の遂行に当たっては、町民の目

線に立ち、町政を運営するものとする。

３ 職員は、職務に必要な能力の向上に努めるも

のとする。

■ 第３章 行政運営の基本原則 ■ 

（総合計画） 

第１１条 町長は、総合的かつ計画的な行政運営

を行うために、議会の議決を経て基本構想を定

め、基本構想その他行政分野全般に係る政策等

に関する計画（以下これらを「総合計画」とい

う。）を策定するものとする。 

２ 町長は、総合計画の策定に当たり、町民意見

の反映に努めるものとする。 

３ 町長は、総合計画を効果的かつ着実に推進す

るため、適切に進行管理を行うものとする。 

４ 町長は、総合計画が社会経済情勢の変化や新

たな行政需要に対応できるよう、検討を加える

ものとする。 

５ 町長は、各行政分野の計画について、総合計

画の趣旨を踏まえて策定するものとする。 

（効率的で効果的な行政運営） 

第１２条 町長等は、効率的で効果的な行政運営

を行うため、事業の継続的な評価、見直しを行

い、行政改革に取り組むものとする。 

２ 町長等は、評価、見直しの結果を政策等に適
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切に反映し、予算等の措置を講じるよう努める

ものとする。 

（財政運営） 

第１３条 町長等は、財政規律を遵守し、健全な

財政運営に努めるものとする。 

２ 町長等は、財政状況に関する情報を、町民に

分かりやすく説明するものとする。 

（危機管理） 

第１４条 町長等は、町民の生命等の安全を確保

するための体制を整備するとともに、災害等の

緊急事態の対応に当たっては、町民や関係機関

と連携、協力し、相互支援を行うものとする。

（行政手続） 

第１５条 町長等は、別に条例で定めるところに

より、処分、行政指導、届出等の行政手続に関

し、公正の確保、透明性の向上を図るものとす

る。 

（説明責任等） 

第１６条 町長等は、公正で開かれた町政を進め

るために、町政に関して町民に分かりやすく説

明するものとする。 

２ 町長等は、町政に対する要望、意見等に対し

て誠実かつ迅速に対応し、その内容を事業の改

善に反映するよう努めるものとする。 

■ 第４章 参画と協働 ■ 

第１節 情報共有等 

（情報の共有と提供） 

第１７条 町は、町政に関する情報を町民に積極

的に提供するよう努めるとともに、町民との情

報交換を図り、情報の共有に努めるものとす

る。 

２ 町は、町民への情報提供に当たっては、正確

で分かりやすく、迅速に提供するよう努めるも

切に反映し、予算等の措置を講じるよう努める

ものとする。 

（財政運営） 

第１３条 町長等は、財政規律を遵守し、健全な

財政運営に努めるものとする。 

２ 町長等は、財政状況に関する情報を、町民に

分かりやすく説明するものとする。 

（危機管理） 

第１４条 町長等は、町民の生命等の安全を確保

するための体制を整備するとともに、災害等の

緊急事態の対応に当たっては、町民や関係機関

と連携、協力し、相互支援を行うものとする。

（行政手続） 

第１５条 町長等は、別に条例で定めるところに

より、処分、行政指導、届出等の行政手続に関

し、公正の確保、透明性の向上を図るものとす

る。 

（説明責任等） 

第１６条 町長等は、公正で開かれた町政を進め

るために、町政に関して町民に分かりやすく説

明するものとする。 

２ 町長等は、町政に対する要望、意見等に対し

て誠実かつ迅速に対応し、その内容を事業の改

善に反映するよう努めるものとする。 

■ 第４章 参画と協働 ■ 

第１節 情報共有等 

（情報の共有と提供） 

第１７条 町は、町政に関する情報を町民に積極

的に提供すよう努めるとともに、町民との情報

交換を図り、情報の共有に努めるものとする。

２ 町は、町民への情報提供に当たっては、正確

で分かりやすく、迅速に提供するよう努めるも
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のとする。 

（情報の公開） 

第１８条 町は、町民参加による開かれた町政の実

現のため、別に条例で定めるところにより、公

文書を公開するものとする。 

（個人情報保護） 

第１９条 町は、個人の権利利益を保護するため、

別に条例で定めるところにより、個人情報の公

正かつ適正な取扱いを確保するものとする。 

第２節 参 画 

（参画の推進） 

第２０条 町長等は、町民がまちづくりへ主体的

に参画することができる機会を確保するとと

もに、政策等の立案、実施、評価及び改善の各

過程において、参画の推進に努めるものとす

る。 

（町民意見の聴取） 

第２１条 町長等は、町の重要な計画等の策定時

には、案件を事前に公表し、町民意見の把握に

努めるものとする。 

（附属機関等への参加等） 

第２２条 町長等は、町の附属機関及び審議会等

（以下これらを「附属機関等」という。）に町

民の参加を求め、附属機関等の審議に広く町民

の意見を反映させるものとする。 

（住民投票） 

第２３条 町長は、町政に関し、特に重要な事案

について広く住民の意思を確認するため、別に

条例で定めるところにより、住民投票を実施す

ることができる。 

２ 町長は、住民投票の結果を尊重するものとす

る。 

第３節 協 働 

のとする。 

（情報の公開） 

第１８条 町は、非公開情報が記録されていない

限り、別に条例で定めるところにより、公文書

を公開するものとする。 

（個人情報保護） 

第１９条 町は、個人の権利利益を保護するため、

別に条例で定めるところにより、個人情報の公正

かつ適正な取扱いを確保するものとする。 
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（協働の推進） 

第２４条 町民と町は、対等な立場で目的を共有

するとともに相互に理解を深め、町民の福祉の

増進のため、協働によるまちづくりを推進する

ものとする。

（町民活動への支援） 

第２５条 町長等は、町民による主体的なまちづ

くりの促進を図るため、その支援を行うものと

する。 

■ 第５章 国及び他の地方公共団体等との連

携・協力 ■ 

（国や他の地方公共団体との関係） 

第２６条 町は、適切な役割分担の下、国や県と

対等な立場で相互に協力し、共通する課題の解

決に努めるものとする。 

２ 町は、他の地方公共団体と共通する町政の課

題や広域的な課題について、積極的に連携や協

力を図り、その解決に努めるものとする。 

■ 第６章 条例の見直し ■ 

（条例の見直し） 

第２７条 町長は、町民意見や社会情勢を踏まえ、

条例について検討した結果、見直しすることが

適当であると判断したときは必要な措置を講

ずるものとする。 


